
都市計画区域の整備、開発及び保全の方針
（都市計画区域マスタープラン）

都市計画決定について

令和８年６月２４日

令和８年度第１回都市計画審議会
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都市計画区域マスタープランの変更について(県決定)
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都市計画区域の整備、開発及び保全の方針(都市計画区
域マスタープラン)に対する市町村意見照会がありました。

本日は、市の回答内容についてご審議いただきます。

諮問第１号（茨城県決定案件）

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針
（都市計画区域マスタープラン）の変更

（都道府県の都市計画の決定）

第十八条 都道府県は、関係市町村の意見を聴き、かつ、都道府県都市計画

審議会の議を経て、都市計画を決定するものとする。

(都市計画の変更)

第二十一条

２ 第十七条から第十八条まで及び前二条の規定は、都市計画の変更(第十

七条、第十八条第二項及び第三項並びに第十九条第二項及び第三項の

規定については、政令で定める軽易な変更を除く。)について準用する。この

場合において、施行予定者を変更する都市計画の変更については、第十七

条第五項中「当該施行予定者」とあるのは、「変更前後の施行予定者」と読

み替えるものとする。

照会文(県→市)



令和７年４月～８月

市町村への意見照会（計３回）

１回目：４月中旬から５月下旬（６W）

２回目：６月下旬から７月上旬（３W）

３回目：８月上旬から８月中旬（２W）

令和８年１月２２日
公聴会

（公述申出がなく、未開催）

令和８年５月７日～２１日 案の縦覧（２W）（縦覧者0名、意見書0件）

令和８年６月２４日(本日)
意見照会に対する諮問・答申

（→県へ市の回答を送付）

令和８年７月上旬 茨城県都市計画審議会

令和８年９月上旬 決定告示予定

これまでの経緯

茨城県では、令和６年度から都市計画区域マスタープランの案を検討し、
令和７年度から改定の手続きを進めています。
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6/24
第１回
都市計画
審議会

11/4
第２回
都市計画
審議会



市町村都市計画マスタープラン（市町村マス）
市町村の都市計画に関する基本的な方針

(改定のポイント①) マスタープランの集約について
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土地利用規制
(地域地区)

•用途地域
•高度地区
•生産緑地 など

都市施設

• 道路
• 都市公園
• 下水道 など

市街地開発事業

•土地区画整理事業
•市街地再開発事業

など

都市計画区域マスタープラン
（区域マス）

都市計画区域の基本的な目標

茨城県都市計画マスタープラン
（県土マス）

県土全体の都市づくりの基本方針

任意計画

区域区分

都市計画の体系

法定計画（都計法第６条の２）

圏域都市計画
区域マスタープラン

市町村マス
策定時の
指針となる

今回の改定で
2つのマスタープランが

1つに集約化



改定案 目次
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第１部 県土マス相当 第２部 区域マス相当



(改定のポイント②) 第1部 県土マス変更の概要
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 コンパクト＋ネットワークによる
都市構造の強化

 広域連携・市町村間連携の強化

 脱炭素型の都市づくりの推進

 防災・減災に資する都市づくりの推進

 デジタル技術の活用による
都市サービスの向上

❏ 改定の主な背景 ❏ 基本方針

社会情勢の変化に対応するため、都市づくりの基本的な方向性を見直すものです

人口減少・少子高齢化

脱炭素社会への転換

災害の激甚化・頻発化

デジタル技術の進展

▶ 持続可能で安全・安心な都市づくりを推進します

など



(改定のポイント③) 第2部 区域マスの広域化について

取手都市計画区域マス

つくばみらい都市計画区域マス

竜ケ崎・牛久都市計画区域マス

土浦・阿見都市計画区域マス

石岡都市計画区域マス

研究学園都市計画区域マス

稲敷東部台都市計画区域マス

稲敷東南部都市計画区域マス

八郷都市計画区域マス

守谷市、取手市

龍ケ崎市、牛久市
利根町

つくばみらい市

土浦市、阿見町
かすみがうら市

石岡市

つくば市

稲敷市、美浦村

稲敷市、河内町

石岡市

県南地域は、都市計画区域毎に９つの区域マス

これまで 改定後

県南圏域都市計画区域マスとして１つになりました

▶ 都市計画区域マスタープランの圏域再編により、広域的な都市づくりを推進します
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(改定のポイント④) 第2部 区域マス変更の概要

▶ 広域交通を活かして連携した都市づくりを推進します

❏ 県南圏域の位置 ❏ 都市づくりの基本理念

守谷市は「県南圏域」に位置付けられ、
広域的な連携の中で都市づくりを進めていきます

 都市機能の集約と持続可能な
都市づくり

 科学技術と産業による
地域活力の創出

 広域交通ネットワークの強化

 自然・田園環境との共生

 災害に強い安全・安心な都市形成

守谷市
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 デジタル技術を活用した
スマートな都市づくり



確認項目 結果 内容

守谷市都市計画マスタープラン
との整合

〇

 都市づくりの方向性は一致しています

 土地利用の方針は整合しています

 広域交通・鉄道・バス等の考え方は整合しています

守谷市立地適正化計画
との整合

〇  都市機能・居住誘導の考え方は整合しています

新たな規制等の導入 ―  新たな規制や制限の導入はありません

守谷市のまちづくりとの整合性

県南圏域都市計画区域マスタープランの内容について、
本市の関連計画との整合性を確認しました。

❏市の見解

県南圏域都市計画区域マスタープランの内容は、守谷市の都市づくりの方向性と概
ね一致しており、都市計画上の支障等は生じません。
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